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渡

辺

止
口、

マ

平

【
要
約
】
　
廃
棄
物
の
収
集
処
理
処
分
は
市
町
村
と
い
っ
た
基
礎
的
地
方
自
治
体
の
管
轄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
世
界
的
に
も
多
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
発

生
し
た
廃
棄
物
は
そ
の
地
方
自
治
体
の
領
域
の
中
で
処
理
処
分
を
行
う
の
が
慣
例
と
な
っ
て
き
た
。

　
～
九
七
〇
年
代
の
「
東
京
ご
み
戦
争
」
に
お
い
て
は
焼
却
施
設
建
設
反
対
運
動
に
対
課
す
る
テ
ー
ゼ
と
し
て
「
自
区
域
内
処
理
原
則
」
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
廃
棄
物
関
連
法
規
に
は
そ
の
よ
う
な
原
則
の
提
示
は
な
い
が
、
現
在
で
は
こ
れ
が
あ
る
種
常
識
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
自
分
の
市
区
で
発
生
し
た

廃
棄
物
は
自
区
域
内
で
処
理
す
べ
き
で
あ
り
、
施
設
の
立
地
を
受
け
入
れ
る
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
施
設
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
判
断
決
定

も
当
該
自
治
体
の
議
会
等
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
も
露
訳
域
内
処
理
に
は
意
義
が
あ
る
。

　
～
方
で
、
人
口
密
度
の
高
い
地
域
で
は
商
業
や
住
宅
用
地
が
域
内
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
施
設
用
地
確
保
が
経
済
的
に
合
理
的
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
単
に
廃
棄
物
を
滅
坐
し
て
埋
め
立
て
る
の
で
な
く
、
焼
却
時
に
発
生
す
る
熱
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
に
は
、
単
独
市
町
村
以
上
の
人
ロ
を
対

象
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
再
生
原
料
と
し
て
生
産
活
動
に
用
い
る
た
め
に
は
、
収
集
し
た
「
物
」
の
越
境
は
不
可
避
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
年

増
加
し
て
い
る
「
ご
み
の
移
動
」
の
問
題
点
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
七
巻
一
号
　
工
O
一
四
年
一
月

第
【
章
は
じ
め
に

生
活
や
事
業
活
動
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
廃
棄
物
の
発
生
が
伴
う
。
貝
塚
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に
は
発
生
し
た
廃
棄
物
は

発
生
源
に
お
い
て
対
処
さ
れ
て
い
た
が
、
都
市
化
に
よ
る
発
生
源
処
理
の
空
間
の
不
足
、
発
生
源
処
理
困
難
な
材
質
の
多
用
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
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①

サ
イ
ク
ル
の
推
進
の
た
め
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
廃
棄
物
を
移
動
さ
せ
、
施
設
で
集
中
的
に
対
処
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
廃
棄
物
に
対
応
す
る

た
め
の
施
設
と
し
て
は
、
選
別
、
破
砕
、
焼
却
な
ど
の
中
間
処
理
施
設
、
最
終
処
分
施
設
（
「
埋
立
地
」
）
、
再
生
資
源
ユ
ー
ザ
の
施
設
（
こ
こ
に

来
る
段
階
以
前
に
廃
棄
物
が
非
廃
棄
物
「
二
次
資
源
」
に
転
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
）
な
ど
が
あ
る
。

　
廃
棄
物
に
対
処
す
る
施
設
は
、
も
の
を
生
産
す
る
工
業
施
設
と
岡
じ
で
、
住
宅
地
や
商
業
地
に
は
立
地
不
適
で
あ
る
。
一
定
の
ま
と
ま
っ
た

用
地
が
必
要
で
あ
る
し
、
搬
入
搬
出
の
た
め
の
交
通
の
便
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
過
去
の
性
能
の
悪
い
施
設
の
記
憶
か
ら
、
住
宅
地
に
隣
接

し
て
立
地
す
る
に
は
住
民
の
反
対
も
あ
る
。
工
業
立
地
あ
る
い
は
廃
棄
物
施
設
の
立
地
に
適
し
て
い
る
の
は
都
市
の
周
辺
部
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
一
方
で
、
「
他
人
の
廃
棄
物
を
身
近
に
持
っ
て
き
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
意
識
も
あ
り
、
ま
た
生
活
系
廃
棄
物
は
基
礎
自
治
体
の
担
当

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
市
町
村
界
が
移
動
に
関
し
て
ひ
と
つ
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
京
都
市
の
廃
棄
物
焼
却
施
設
や
最
終
処
分
施
設
の
立
地
を
み
る
と
、
ま
だ
都
市
化
が
進
ん
で
い
な
い
市
の
辺
縁
部
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
1
）
。
一
方
で
、
東
京
都
区
部
は
区
域
を
越
え
て
全
域
が
都
市
化
し
て
い
る
た
め
、
立
地
条
件
に
つ
い
て
中
心
／
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

縁
の
差
が
あ
ま
り
な
く
、
施
設
を
計
画
的
に
複
数
配
置
す
る
と
な
る
と
、
中
心
市
街
地
に
も
焼
却
施
設
が
立
地
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
2
）
。

ま
た
中
欧
、
北
欧
で
は
地
域
温
水
供
給
シ
ス
テ
ム
の
熱
源
の
燃
料
と
し
て
廃
棄
物
を
使
う
と
い
う
位
置
づ
け
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
場
合
、

管
渠
設
置
の
効
率
性
や
熱
効
率
か
ら
、
施
設
は
辺
縁
で
は
な
く
市
街
地
に
立
地
す
る
（
図
3
）
。

　
二
次
資
源
に
つ
い
て
も
、
収
集
さ
れ
た
段
階
で
は
廃
棄
物
言
理
法
の
対
象
と
な
る
も
の
が
多
く
、
市
町
村
界
が
関
わ
っ
て
く
る
。
東
京
北
部

の
首
都
高
速
川
口
線
沿
線
は
（
二
〇
〇
八
年
に
舎
入
ラ
イ
ナ
ー
が
で
き
る
以
前
は
）
公
共
交
通
が
不
便
で
地
価
が
比
較
的
安
い
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

は
便
利
な
た
め
、
多
く
の
工
猛
悪
に
混
じ
っ
て
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
選
別
施
設
が
多
数
立
地
し
て
い
る
。
工
場
等
は
こ
の
エ
リ
ア
に
ま
ん
べ
ん

な
く
散
在
し
て
い
る
が
、
選
別
施
設
は
足
立
区
入
谷
地
区
に
集
中
し
、
都
県
境
を
は
さ
ん
だ
川
口
市
朝
日
地
区
側
に
は
少
な
い
（
図
4
）
。

廃
棄
物
は
排
出
源
か
ら
上
に
挙
げ
た
施
設
等
に
日
頃
か
ら
「
移
動
」
さ
れ
て
対
処
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
移
動
さ
せ
る
の
が
望

ま
し
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
ど
う
い
つ
だ
単
位
で
廃
棄
物
に
関
し
て
意
思
決
定
を
し
対
処
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
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　　　　　　　　　　　第1図　京都市の一般廃棄物処理施設

●が焼却施設，○が最終処分施設，灰色は平成22年国勢調査によるDID。

京都市（2013）をもとに著者作成。D］⊃範囲は総務省統計局（2013）による。

　　　　　　　第2図　東京都区部の一般廃棄物処理施設

●が焼却施設○が最終処分施設，灰色は平成22年国勢調査によるD］⊃。

東京23区清掃一部事務組合（2013）をもとに著者作成。DID範囲は総務省統計局（2013）による。
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　　　　　第3図　ウィーン市の一般廃棄物処理施設

●が焼却施設，○が最終処分施設。灰色は市街化区域。

Stadt　Wien（2013）をもとに著者作成。市街化区域はStadt　Wien　MA18

（2010）による。
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る
。
特
に
市
町
村
界
と
の
関
わ
り
か
ら
以
下
で
述
べ
て
い
き
た
い
。

①
日
本
（
江
戸
）
に
お
い
て
は
一
六
四
九
年
の
会
所
地
へ
の
ご
み
投
棄
の
禁
止
、

　
一
六
五
五
年
の
深
川
永
代
浦
の
ご
み
投
棄
場
指
定
な
ど
（
環
境
省
、
二
〇
〇
一
）

　
が
そ
の
先
駆
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

②
境
界
の
反
対
側
の
住
民
は
議
会
代
表
な
ど
を
通
じ
た
市
の
方
針
へ
の
影
響
力
に

　
劣
る
た
め
、
依
然
と
し
て
境
界
近
く
に
立
地
す
る
政
治
力
学
は
存
在
す
る
。
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第
二
章
　
廃
棄
物
の
移
動
と
廃
棄
物
管
理
主
体
に
関
す
る
既
存
研
究

　
廃
棄
物
の
移
動
に
関
す
る
研
究
は
、
移
動
の
デ
ー
タ
を
得
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
事
例
が
少
な
い
。
そ
の
中
で
栗
島
は
長
野
県
（
栗

島
、
二
〇
〇
二
）
と
埼
玉
県
（
栗
島
、
二
〇
〇
四
）
の
自
治
体
の
域
外
処
理
に
つ
い
て
丹
念
な
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
、
現
状
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
長
野
県
で
は
廃
棄
物
の
行
き
先
で
あ
る
処
理
処
分
施
設
の
立
地
は
市
町
村
の
財
政
力
に
影
響
さ
れ
る
点
が
大

き
く
、
中
間
処
理
（
焼
却
）
に
つ
い
て
は
隣
接
す
る
市
町
村
問
で
の
移
動
が
、
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
広
域
的
に
県
内
外
の
数
カ
所
の

施
設
に
集
中
し
て
移
動
し
て
い
る
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
一
九
九
八
年
の
厚
生
省
指
導
に
よ
る
安
定
型
処
分

場
の
運
用
規
制
の
徹
底
の
影
響
が
大
き
い
と
し
て
い
る
。
埼
玉
県
に
つ
い
て
は
、
県
西
部
で
は
財
政
力
不
足
と
小
規
模
に
よ
る
低
効
率
の
回
避

の
た
め
に
隣
接
す
る
自
治
体
と
の
共
同
処
理
処
分
が
お
こ
な
わ
れ
、
東
部
で
は
市
域
が
狭
い
た
め
に
用
地
取
得
困
難
が
理
由
で
共
同
処
理
が
多

く
、
ま
た
人
口
増
に
よ
り
市
制
施
行
す
る
以
前
か
ら
の
共
同
処
理
体
制
の
継
続
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
埼
玉
県
東
部
は
東
京
大
都
市
圏
に

入
る
た
め
に
最
終
処
分
用
地
確
保
は
特
に
困
難
で
あ
り
、
県
外
を
含
む
長
距
離
移
動
の
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
栗
島
に
よ
る
一
連
の
研
究
で
、
廃
棄
物
の
移
動
に
関
し
て
、
管
理
の
役
割
が
ど
の
主
体
に
割
り
当
て
ら
れ
る
か
、
ま
た
そ
の
主
体
の
財
政
的

な
状
況
が
重
要
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
八
木
（
二
〇
〇
四
）
は
財
政
学
、
政
治
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
精
力
的
に
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
管
理
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、
江
戸
期
の
民
間
主
体
に
よ
る
廃
棄
物
管
理
か
ら
、
明
治
期
の
衛
生
政

策
を
ベ
ー
ス
と
し
た
焼
却
主
義
の
発
祥
と
汚
物
掃
除
法
に
よ
る
市
へ
の
管
理
責
任
の
付
与
へ
（
八
木
、
二
〇
〇
四
、
第
一
章
）
、
そ
し
て
高
度
成
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長
に
よ
る
所
得
と
税
収
の
増
加
に
支
え
ら
れ
た
特
別
地
方
債
の
起
債
に
よ
る
施
設
の
整
備
（
八
木
、
二
〇
〇
四
、
第
二
章
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
な
お
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
で
も
地
方
債
へ
の
政
府
資
金
の
安
定
供
給
は
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

　
財
政
負
担
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
の
一
部
事
務
組
合
の
現
状
と
経
済
性
を
八
木
は
と
り
あ
げ
、
住
民
の
生
活
圏
が
行

政
区
域
を
越
え
る
こ
と
に
よ
る
「
ス
ピ
ル
・
オ
ー
バ
ー
」
の
抑
制
効
果
と
規
模
の
経
済
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。
組
合
設
立
に
よ
っ
て
事
業

対
称
地
域
の
昼
夜
間
の
人
口
差
が
減
少
で
き
て
い
な
い
、
焼
却
炉
で
規
模
の
経
済
は
容
量
二
〇
〇
ト
ン
／
日
以
上
ま
で
は
た
ら
く
が
、
組
合
立

の
焼
却
炉
の
多
く
が
一
〇
〇
ト
ン
未
満
で
あ
る
な
ど
、
実
際
に
は
そ
れ
ら
を
追
求
し
た
形
で
広
域
化
や
施
設
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
事
務
組
合
に
お
け
る
住
民
の
意
見
の
反
映
の
困
難
や
、
責
任
の
所
在
の
不
明
確
の
問
題
も
指
摘
し

て
い
る
（
八
木
、
二
〇
〇
四
、
第
三
章
）
。
八
木
は
、
大
半
の
　
部
事
務
組
合
が
誌
面
域
内
処
理
原
則
の
契
機
と
な
っ
た
「
東
京
ご
み
戦
争
」
以

前
に
結
成
さ
れ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
部
事
務
組
合
に
よ
る
広
域
処
理
が
処
理
の
高
度
化
に
対
応
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
八
木
の
研
究
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
と
し
て
の
広
域
化
が
提
唱
さ
れ
て
は
い
た
が
、
ま
だ
実
施
初
期
の
段
階
で
あ
っ

た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
八
木
、
二
〇
〇
四
、
第
五
章
。
初
出
は
八
木
、
二
〇
〇
〇
a
、
b
）
。

　
さ
ら
に
、
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
を
例
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
言
及
も
あ
る
（
八
木
、
二
〇
〇
四
、
第
六
章
）
。
リ
サ
イ
ク
ル
産

業
の
基
盤
整
備
を
中
心
と
し
た
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
は
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
公
共
関
与
を
突
き
詰
め
た
形
で
あ
り
、
住
民
と
の
接
点
の
少
な
さ
な
ど

的
を
射
た
問
題
点
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
が
、
平
均
的
な
帯
町
村
の
行
っ
て
い
る
分
別
収
集
／
選
別
事
業
や
、
そ
れ
に
伴
う
ご
み
の
移
動
に
ど

う
適
用
し
て
考
え
れ
ば
よ
い
か
は
明
確
で
は
な
い
。

　
地
方
自
治
の
観
点
か
ら
、
鄭
（
二
〇
一
三
）
は
、
一
部
事
務
組
合
は
、
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
施
設
を
分
け
合
い
、
自
治
体
に

向
け
ら
れ
る
反
対
の
声
を
減
ら
す
「
便
利
な
ツ
ー
ル
」
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
行
政
側
は
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
面
倒
な
事
務
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

部
事
務
組
合
と
い
う
責
任
主
体
の
不
明
確
な
主
体
に
負
わ
せ
、
事
務
関
連
の
説
明
責
任
ま
で
曖
昧
に
さ
せ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
厚
生

省
通
知
の
も
と
神
奈
川
県
に
よ
り
半
ば
強
制
的
に
一
部
事
務
組
合
を
結
成
さ
せ
ら
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
「
神
奈
川
県
葉
山
町
ご
み
処
理
広
域
化
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計
画
離
脱
訴
訟
」
な
ど
を
例
に
、
一
部
事
務
組
合
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
詳
細
に
指
摘
検
討
し
て
い
る
。

　
目
を
海
外
に
転
じ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
廃
棄
物
戦
略
二
〇
〇
〇
」
（
U
図
6
搾
N
O
O
O
）
で
は
施
設
立
地
に
関
し
て
質
。
臨
巨
¢
翼
ぢ
9
豆
Φ
が

う
た
わ
れ
、
廃
棄
物
は
発
生
源
か
ら
可
能
な
限
り
近
い
場
所
で
処
理
処
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
概
念
は
こ
〇
〇
八
年
に
改

訂
さ
れ
た
E
U
の
廃
棄
物
枠
組
み
指
令
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
で
は
複
数
の
基
礎
自
治
体
が
日
本
の
一
部
事

務
組
合
に
相
当
す
る
旨
9
簿
芝
鋤
ω
富
》
自
書
。
葺
団
を
結
成
し
て
廃
棄
物
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
成
を
促
進
す
る
政
令
（
富
簿
芝
鋤
ω
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

》
葺
ぎ
自
Φ
ω
圏
圭
算
一
。
口
）
が
二
〇
〇
九
年
に
制
定
さ
れ
る
に
伴
い
、
地
方
自
治
や
市
民
参
加
と
の
齪
酷
が
指
摘
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
（
国
一
貫

8
0
¢
）
。
な
お
、
廃
棄
物
処
理
事
業
の
民
営
化
に
伴
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
関
す
る
論
文
（
U
p
＜
同
Φ
。
。
b
O
O
一
な
ど
）
は
あ
る
が
、
冒
耳
芝
霧
8

跨
¢
跨
。
昏
《
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
を
精
査
し
た
研
究
は
筆
者
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
現
在
進
行
中
の
学
術
活
動
と
し
て
、
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
が
持
つ
研
究
部
会
に
廃
棄
物
行
政
研
究
部
会
が
あ
る
。

行
政
O
B
や
研
究
者
を
申
心
に
廃
棄
物
行
政
の
あ
り
方
と
望
ま
し
い
将
来
像
に
つ
い
て
年
七
～
八
回
の
研
究
会
合
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
き
て

お
り
、
「
誰
が
廃
棄
物
管
理
・
処
理
を
す
べ
き
か
」
は
た
び
た
び
話
題
に
な
る
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
年
会
に
お

け
る
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
こ
れ
に
つ
い
て
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
渡
辺
、
｝
δ
一
三
）
。

　
本
稿
で
は
、
栗
島
ら
に
よ
っ
て
調
査
が
な
さ
れ
た
廃
棄
物
移
動
の
実
態
や
、
八
木
ら
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
を
め
ぐ
る
行
財
政

の
歴
史
と
現
状
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
廃
棄
物
行
政
研
究
部
会
に
お
け
る
議
論
な
ど
を
参
考
に
、
廃
棄
物
の
移
動
と
廃
棄

物
管
理
の
主
体
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
①
こ
れ
に
先
立
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
廃
棄
物
戦
略
の
二
〇
〇
七
年
の
改
訂
で
は
　
　
．
．
鷺
。
践
巨
¢
貝
ぎ
。
覚
。
．
．
が
削
除
さ
れ
て
い
る
（
O
国
閃
幻
》
b
。
O
O
刈
）
。
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第
三
章
　
廃
棄
物
管
理
の
歴
史
と
自
区
域
内
処
理
原
則

現
行
の
廃
棄
物
の
移
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
廃
棄
物
管
理
制
度
の
歴
史
と
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
歴
史
的
に



自区域内処理原則とごみの移動（渡辺）

み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
じ
o
o
繊
の
。
〈
①
毎
B
Φ
緊
＞
9
（
　
八
五
八
年
）
で
も
、
日
本
の
汚
物
掃
除
法
（
一
九
〇
〇
年
）
で
も
、
廃
棄
物
管
理
が
制
度

化
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
基
礎
自
治
体
（
市
）
の
管
轄
と
さ
れ
て
き
た
。
排
出
量
処
理
（
「
自
分
の
ご
み
は
自
分
で
後
始
宋
す
る
」
）
の
原
則
を
で
き
る

だ
け
守
り
な
が
ら
最
低
限
必
要
な
規
模
を
確
保
す
る
、
ま
た
、
各
々
の
排
出
源
か
ら
廃
棄
物
を
収
集
す
る
ロ
ー
カ
ル
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
市
町
村
は
自
地
域
で
収
集
し
た
廃
棄
物
を
自
説
域
内
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
定
め
は
な
い
が
、
古
く
か
ら
廃
棄
物
の
越
境

に
伴
う
紛
争
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
　
九
二
五
年
頃
に
起
き
た
東
京
府
渋
谷
墨
書
目
黒
町
の
紛
争
は
、
渋
谷
町
が
目
黒
町
内
の
土
地
を
購
入
し

建
設
し
た
焼
却
施
設
に
対
し
て
目
黒
町
民
が
反
対
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
焼
却
技
術
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
煤
煙
被
害
が
発
生
し
、

渋
谷
町
は
目
黒
町
の
反
対
に
応
じ
て
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
溝
入
、
二
〇
一
二
）
。
一
九
七
三
年
の
「
東
京
ご
み
戦
争
」
も
杉
並
清
掃
工
場

建
設
反
対
運
動
を
う
け
て
、
当
時
東
京
で
多
く
の
廃
棄
物
処
理
施
設
が
立
地
し
遭
難
の
廃
棄
物
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
た
江
東
区
が
杉
並
区
か

ら
の
廃
棄
物
の
受
入
拒
否
を
宣
言
実
行
し
た
の
が
端
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
事
態
の
打
開
の
た
め
に
東
京
都
が
打
ち
出
し
た
の
が
各
区
に
焼
却
炉
を
建
設
す
る
構
想
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
自
分
の
ご
み
は
自
分
の
と
こ
ろ

で
処
理
を
す
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
打
ち
出
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
「
泉
区
域
内
処
理
原
則
」
は
N
I
M
B
Y
（
、
8
け
言
白
楓

σ
8
琢
9
。
「
祭
、
施
設
そ
の
も
の
の
意
義
は
認
め
る
が
、
身
近
に
立
地
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
態
度
）
に
対
抗
す
る
た
め
の
論
理
と
し
て
強
力
に
広
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
や
余
熱
利
用
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
大
規
模
施
設
を
少
数
つ
く
っ
た
ほ
う
が
よ
い
が
、
東
京
都
は
効
率
性
よ

り
も
あ
る
種
公
平
性
を
重
視
し
た
と
い
え
よ
う
。
世
界
の
大
都
市
で
は
二
〇
〇
〇
ト
ン
超
／
B
の
焼
却
施
設
は
珍
し
く
な
い
が
、
東
京
都
の
施

設
の
主
流
は
四
〇
〇
～
六
〇
〇
ト
ン
／
日
で
あ
る
。
当
時
の
東
京
都
は
「
ご
み
戦
争
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
も
と
れ
る
よ
う
に
、
事
態
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

開
の
た
め
に
は
、
手
段
を
選
ば
ず
、
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
、
と
い
う
風
潮
で
あ
っ
た
。
高
度
成
長
期
で
東
京
の
税
収
が
伸
び
て
い
た
た
め
に
そ

の
よ
う
な
支
出
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
讃
域
内
処
理
原
則
と
並
ん
で
「
ご
み
に
お
金
を
か
け
る
」
こ
と
が
社
会
的
に
合
意
さ

れ
た
の
も
こ
れ
が
契
機
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
自
区
域
内
処
理
原
則
」
は
ご
み
紛
争
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
法
律
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
越
境
移
動
に
関
し

て
は
送
出
側
が
受
入
側
の
自
治
体
に
通
告
す
る
こ
と
が
廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
国
の
指
針
で
事
前
協
議
を
す
る
こ

と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
合
意
あ
れ
ば
越
境
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
も
う
一
点
挙
げ
て
お
く
背
景
事
情
と
し
て
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
区
分
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
に
定
め
ら
れ
た
現
行
の
廃
棄
物
処
理

法
の
制
定
以
前
ま
で
は
廃
棄
物
全
般
が
市
町
村
の
管
轄
で
あ
っ
た
が
、
工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
を
中
心
に
、
量
が
莫
大
過
ぎ
る
、
あ
る

い
は
有
害
性
／
危
険
性
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
市
町
村
の
手
に
負
え
な
い
廃
棄
物
が
出
現
し
て
き
た
。
市
町
村
を
そ
の
よ
う
な
廃
棄
物
へ
の

責
任
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
、
二
三
品
目
の
「
産
業
廃
棄
物
」
を
指
定
し
、
そ
れ
ら
は
排
出
事
業
者
の
責
任
と
し
た
。
残
り
の
廃
棄
物
は
事
業

者
が
排
出
し
よ
う
と
住
民
が
排
出
し
よ
う
と
す
べ
て
＝
般
廃
棄
物
」
で
市
町
村
の
管
轄
で
あ
る
。
産
業
廃
棄
物
取
扱
の
免
許
等
は
県
の
管
轄

と
な
っ
て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
取
扱
業
者
は
複
数
の
県
か
ら
免
許
を
得
て
県
を
超
え
た
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
の
移
動
に
つ
い

て
は
社
会
的
に
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
指
定
の
特
異
な
点
と
し
て
業
種
指
定
品
目
が
あ
る
。
紙
く
ず
は
業
種
指
定
が
あ
り
印
刷
製
本
業
等
か
ら
の
大
上
の
排
出

の
み
が
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
一
方
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
業
種
指
定
が
な
く
あ
ら
ゆ
る
事
業
活
動
か
ら
発
生
し
た

も
の
が
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
。
事
務
所
や
商
店
か
ら
出
た
紙
く
ず
は
～
般
廃
棄
物
で
あ
る
が
、
空
き
び
ん
、
空
き
缶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包

装
は
産
業
廃
棄
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
産
業
廃
棄
物
以
外
の
「
残
り
」
は
す
べ
て
一
般
廃
棄
物
だ
と
い
う
の
が
法
律
上
の
定
義
で
あ
る
が
、
で
は
ど
こ
ま
で
が
廃
棄
物
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
廃
棄
物
の
定
義
で
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
再
生
利
用
の
た
め
と
称
し
て
廃
棄
唖
然
と
し
た
も
の
を
免
許
等
な
く
不
適
正
な
方

法
で
貯
留
し
、
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
廃
棄
物
の
範
囲
を
広
く
取
り
過
ぎ
れ
ば
、
再
使
用
再
利
用
に
支
障
を

き
た
す
。
廃
棄
物
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て
は
裁
判
で
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
、
環
境
省
は
取
引
の
際
の
有
償
／
無
償
／
逆
有
償
、
そ
の
物

の
性
状
、
通
常
の
取
り
扱
い
な
ど
を
勘
案
し
た
「
総
合
判
断
説
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
古
紙
、
古
繊
維
、
金
属
、
空
き
び
ん
は
「
専
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ら
再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
廃
棄
物
（
専
ら
物
）
」
と
し
て
収
集
運
搬
処
理
に
許
可
を
必
要
と
し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
移
動
の
制
約
も
少
な
い
。

そ
れ
以
外
の
資
源
物
、
例
え
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
収
集
さ
れ
た
段
階
で
は
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、
選
別
さ
れ
あ
る
程
度
以
上
の
量
が
ま
と
ま
っ

て
は
じ
め
て
「
二
次
資
源
1
1
非
廃
棄
物
」
と
な
る
。
上
で
挙
げ
た
東
京
埼
玉
都
県
境
の
一
般
廃
棄
物
に
該
当
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
選
別
施
設

の
集
中
立
地
は
こ
う
い
つ
た
理
由
が
背
景
に
あ
る
。

　
①
ご
み
収
集
量
が
右
肩
上
が
り
す
る
状
況
下
で
こ
の
構
想
に
基
づ
い
て
施
設
整
備
　

②
柴
田
徳
衛
「
都
市
の
持
続
可
能
性
」
国
連
大
学
講
演
（
二
〇
〇
八
年
五
月
一
六

　
　
が
進
め
ら
れ
た
が
、
今
世
紀
に
入
り
ご
み
最
が
減
少
し
施
設
容
量
が
過
剰
と
な
つ
　
　
　
　
　
田
）
に
よ
る
。

　
　
た
た
め
、
全
区
に
焼
却
施
設
が
で
き
る
前
に
構
想
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
　
自
区
域
内
処
理
の
意
義
と
限
界

自区域内処理原則とごみの移動（渡辺）

　
廃
棄
物
は
排
出
源
に
で
き
る
だ
け
近
い
と
こ
ろ
で
処
理
を
す
る
の
が
理
想
で
あ
る
。
公
害
／
環
境
問
題
の
起
き
る
根
本
は
「
外
部
不
経
済
」

で
あ
り
、
排
出
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
主
体
と
不
利
益
を
受
け
る
主
体
が
別
々
で
そ
の
間
で
の
調
整
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
排
出
源

と
処
理
現
場
の
問
の
距
離
が
大
き
い
ほ
ど
、
受
益
者
と
受
苦
者
は
お
互
い
が
見
え
ず
、
調
整
が
困
難
に
な
る
。
自
区
域
内
処
理
の
利
点
は
廃
棄

物
処
理
が
地
方
自
治
の
民
主
制
の
狙
上
に
登
る
た
め
、
受
益
者
と
受
苦
者
（
の
代
表
）
が
一
堂
に
会
し
て
方
針
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
ご
み
処
理
に
係
る
意
思
決
定
の
可
視
化
が
は
か
ら
れ
、
市
民
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
保
障
に
つ
な
が
る
。

　
新
た
に
施
設
を
立
地
す
る
場
合
を
考
え
て
も
、
市
が
自
警
住
民
の
廃
棄
物
を
処
理
処
分
す
る
た
め
の
施
設
と
、
民
間
（
営
利
）
企
業
が
他
所

の
廃
棄
物
を
持
っ
て
き
て
処
理
処
分
す
る
の
と
で
は
、
周
辺
住
民
の
受
入
れ
方
が
か
な
り
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
ほ
う
が
俄
然
反
対
運

動
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

第
一
節
　
自
区
域
内
処
理
の
限
界
（
一
）
埋
立
地
用
地
の
確
保

市
町
村
の
中
に
は
人
口
が
多
く
面
積
が
非
常
に
小
さ
い
も
の
が
あ
る
。
市
域
が
す
べ
て
市
街
化
し
て
い
る
よ
う
な
市
で
は
最
終
処
分
用
地
を
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確
保
す
る
の
は
物
理
的
に
も
経
済
的
に
も
た
い
へ
ん
困
難
で
あ
る
。
自
尽
域
内
処
理
の
原
則
が
提
唱
さ
れ
る
以
前
か
ら
域
外
の
最
終
処
分
場
の

利
用
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
現
在
の
大
規
模
な
域
外
処
理
と
し
て
は
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
広
域
処
分
事
業
（
通
称
、
大
阪
湾

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
事
業
）
が
あ
り
、
近
畿
地
方
一
円
二
野
下
県
一
六
八
市
町
村
が
参
加
し
、
大
阪
湾
の
四
輪
分
場
に
越
境
し
て
搬
入
が
行
わ
れ
て
い

る
（
図
5
、
6
）
。
東
京
都
下
の
二
七
市
は
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
と
い
う
一
部
事
務
組
合
を
結
成
し
、
西
多
摩
郡
日
の
出
町
一
一
ツ
塚
の

施
設
で
不
燃
物
と
焼
却
灰
の
処
理
処
分
を
行
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
は
公
社
を
設
立
し
、
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
の
両
方
を
受
け
入
れ
る
最

終
処
分
施
設
を
大
里
郡
寄
居
町
に
整
備
し
県
内
一
円
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
埼
玉
県
内
の
最
終
処
分
量
の
四
〇
％
は
民
間
業
者
に
委
託

さ
れ
て
県
外
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
（
環
境
省
、
二
〇
一
三
な
ど
か
ら
算
出
）
。
民
間
委
託
さ
れ
た
も
の
の
受
入
先
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

（
粟
島
、
二
〇
〇
九
）
。
市
町
村
が
民
問
委
託
の
行
き
先
を
明
ら
か
に
し
た
が
ら
な
い
の
は
規
範
と
し
て
の
自
区
域
内
処
理
原
則
を
破
っ
て
い
る

こ
と
を
広
く
知
ら
せ
た
く
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
焼
却
施
設
立
地
へ
住
民
理
解
を
得
る
た
め
に
自
書
域
内
処
理
原
則
を

振
り
か
ざ
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
終
処
分
の
民
間
委
託
を
行
っ
て
い
る
市
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
栗
島
（
二
〇
〇
九
）
や

　
①

藤
波
に
よ
る
と
、
各
市
町
村
が
他
市
で
の
実
績
を
重
視
す
る
た
め
、
山
形
県
米
沢
市
や
福
島
県
小
野
町
な
ど
に
あ
る
特
定
の
業
者
の
最
終
処
分

場
に
集
中
し
て
複
数
の
市
町
村
か
ら
搬
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
有
せ
ず
、
民
間
最
終
処
分
場
に
埋
立
を
委
託
し
て
い
る
の
は
二
〇
＝
年
度
末
時
点
で
全
国
一
七
四
二
市
町
村

の
う
ち
三
一
六
（
全
体
の
一
八
・
～
％
）
で
あ
り
、
一
三
一
ヶ
所
の
民
間
施
設
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
環
境
省
、
二
〇
＝
二
、
図
7
）
。
茨
城
、

山
梨
、
鳥
取
の
各
県
で
は
半
数
以
上
の
市
町
村
が
最
終
処
分
を
民
間
委
託
し
て
い
る
。

第
二
節
　
良
区
域
内
処
理
の
限
界
（
二
）
処
理
の
高
度
化

　
人
口
稠
密
な
地
域
で
は
最
終
処
分
地
確
保
の
困
難
が
自
区
域
内
処
理
を
困
難
に
し
て
い
る
が
、
人
口
が
集
中
し
て
い
な
い
地
域
で
も
自
区
域

内
処
理
を
困
難
に
す
る
要
因
が
処
理
の
高
度
化
の
要
請
で
あ
る
。
人
口
密
度
の
低
い
町
村
が
持
つ
最
終
処
分
場
の
多
く
は
「
安
定
型
偏
と
呼
ば
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自区域内処理原則とごみの移動（渡辺）

　　　第5図　大阪湾フェニックス事業対象地域

出典：国土交通省近畿地方整備局。

第6図　大阪湾フェニックス事業最終処分場位置図

出典＝国土交通省近畿地方整備局。
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第7図　一般廃棄物最終処分場を有せず，

出典：環境省（2013）＝28。

民間最終処分場に埋立を委託している市町村の割合

れ
る
も
の
で
あ
り
、
浸
出
水
の
地
下
水
へ
の
浸
透
を

防
ぐ
遮
水
工
や
浸
出
水
の
処
理
施
設
を
持
た
な
い

（
こ
れ
ら
を
備
え
た
も
の
は
「
管
理
型
」
と
呼
ば
れ
る
）
。

過
去
に
は
一
般
廃
棄
物
の
安
定
型
処
分
場
へ
の
投
入

が
容
認
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
八
年
の
厚
生
省
指

導
に
よ
り
安
定
型
処
分
場
へ
の
搬
入
の
規
制
が
徹
底

さ
れ
、
管
理
型
へ
の
搬
入
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
栗
島
、
二
〇
〇
二
）
。
し
か
し
、
多
く
の
町

村
は
管
理
型
処
分
場
を
新
設
し
運
営
す
る
た
め
の
財

政
力
を
持
た
な
い
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
再
資
源
化
で
き
な
い
が
燃
や
す

こ
と
の
で
き
る
廃
棄
物
は
、
容
積
重
量
を
減
ら
す
、

衛
生
的
な
処
理
を
行
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
焼
却
処

理
を
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ

て
各
市
町
村
で
は
人
口
規
模
に
応
じ
た
設
備
を
整
備

し
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
環

境
へ
の
放
出
に
関
し
て
農
薬
不
純
物
へ
の
対
策
が
進

ん
だ
結
果
、
廃
棄
物
焼
却
炉
が
重
要
な
排
出
源
と
な

っ
た
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
燃
焼
温
度
が
低
い
時
に
発
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自区域内処理原則とごみの移動（渡辺）

生
し
や
す
い
。
よ
っ
て
、
小
規
模
で
間
欠
運
転
さ
れ
る
炉
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
や
す
い
。
一
九
九
七
年
に
廃
棄
物
焼
却
施
設
か
ら
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
が
社
会
的
に
問
題
に
な
り
、
暫
定
的
に
設
け
ら
れ
た
排
出
基
準
を
達
成
で
き
な
い
炉
の
改
造
や
運
転
方
法
の
改
善
な
ど

の
対
応
が
な
さ
れ
た
が
、
排
出
基
準
を
満
た
す
た
め
に
は
日
量
一
〇
〇
ト
ン
以
上
の
連
続
運
転
す
る
焼
却
炉
で
な
い
と
難
し
い
。
一
〇
〇
ト
ン

以
上
の
可
燃
ご
み
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
二
〇
万
人
程
度
の
人
口
を
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
二
〇
万
人
以
上
の
人
ロ
を

持
つ
市
町
村
は
少
な
い
。

　
さ
ら
に
近
年
は
気
候
変
動
対
策
、
脱
原
子
力
依
存
等
の
観
点
か
ら
、
廃
棄
物
焼
却
の
際
の
熱
利
用
に
関
心
が
注
が
れ
て
い
る
。
現
在
の
焼
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
廃
棄
物
の
減
容
が
第
一
で
「
発
電
は
お
ま
け
」
で
あ
る
。
全
国
＝
＝
＝
施
設
の
う
ち
発
電
設
備
を
持
つ
も
の
は
三
〇
四
で
、
発
電
設
備
が

あ
っ
て
も
効
率
が
低
い
。
二
〇
％
以
上
の
熱
効
率
を
持
つ
も
の
は
＝
ハ
施
設
し
か
な
い
（
環
境
省
、
二
〇
＝
二
）
。
な
お
最
新
の
火
力
発
電
所
の

効
率
は
六
〇
％
に
近
い
。
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
炉
の
材
料
な
ど
を
良
く
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
大
規
模
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
〇
％
以
上
の
効
率
を
達
成
す
る
に
は
五
〇
〇
ト
ン
／
日
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
万
人
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
要
す
る
。
自
治

域
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
で
こ
れ
を
運
営
で
き
る
市
町
村
は
例
外
的
で
あ
る
。

第
三
節
　
自
区
域
内
処
理
の
限
界
（
三
）
リ
サ
イ
ク
ル
／
ε
P
R

　
自
身
域
内
処
理
に
挑
戦
す
る
三
つ
目
の
要
因
と
し
て
、
リ
ユ
ー
ズ
／
リ
サ
イ
ク
ル
と
拡
大
生
産
者
責
任
の
適
用
が
あ
る
。
こ
の
二
点
と
も
循

環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
で
推
進
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
拡
大
生
産
者
責
任
（
E
P
R
、
高
箒
①
巳
巴
牢
O
含
8
同
蟹
田
O
故
塁
σ
葭
畠
）
と

は
製
品
が
不
要
に
な
っ
た
際
、
生
産
者
が
そ
れ
へ
の
対
処
に
関
し
て
一
定
の
責
任
を
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
処
理
費
を
一
部
負
担
す
る
こ

と
に
よ
り
経
済
的
な
責
任
を
負
う
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
が
使
用
済
み
製
品
を
引
き
取
る
と
い
う
物
理
的
な
責
任
を
負
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
生
産
者
の
ほ
う
が
ど
の
部
品
に
ど
の
材
質
が
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
処
理
や
再
資
源
化
に
関
し
て
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
こ
と

と
、
ま
た
生
産
者
が
物
理
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
再
資
源
化
／
処
理
し
や
す
い
製
品
へ
向
け
た
環
境
配
慮
型
設
計
を
行
う
動
機
が
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生
じ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
特
に
市
町
村
に
よ
る
適
正
処
理
が
困
難
な
物
品
に
関
し
て
E
P
R
で
の
対
応
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
の
四
品
目
が
指
定
さ
れ
、
市
町
村
の
廃
棄
物
処
理
と
は
別

ル
ー
ト
で
対
応
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
廃
棄
時
の
住
民
に
相
当
の
金
銭
負
担
が
か
か
る
制
度
と
な
っ
た
た
め
不
法
投
棄
を
増
長
さ
せ
て
い
る

側
面
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
廃
エ
ア
コ
ン
、
廃
冷
蔵
庫
か
ら
の
フ
ロ
ン
の
回
収
が
徹
底
さ
れ
た
。
全
国
全
て
の
市
町
村
に
フ
ロ

ン
回
収
設
備
を
整
え
る
よ
り
は
合
理
的
な
解
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
容
器
包
装
が
E
P
R
の
名
目
の
も
と
で
市
の
廃
棄
物

収
集
と
は
別
に
扱
わ
れ
、
包
装
の
簡
素
化
、
再
資
源
化
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
は
特
に
E
P
R
手
法
を
好
む
国
で
、
容
器
包

装
、
電
気
製
晶
、
塗
料
、
農
薬
、
医
薬
品
、
水
銀
含
有
製
品
な
ど
多
く
の
も
の
が
公
共
の
ご
み
収
集
と
は
別
の
ル
ー
ト
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
リ
ユ
ー
ズ
活
動
の
多
く
は
一
次
所
有
者
が
不
要
と
し
た
も
の
を
、
そ
れ
を
有
用
と
す
る
別
の
顧
客
に
販
売
す
る
こ
と
で
あ
り
、
市
町

村
が
主
体
と
な
っ
て
や
る
の
に
は
馴
染
ま
な
い
。
同
じ
く
リ
サ
イ
ク
ル
も
二
次
資
源
を
材
料
と
し
た
も
の
づ
く
り
が
根
幹
で
あ
る
わ
け
で
、
市

町
村
が
関
わ
る
の
は
収
集
と
場
合
に
よ
っ
て
は
選
別
ま
で
で
あ
る
。
他
の
財
と
同
じ
く
中
古
品
や
二
次
資
源
の
最
適
な
利
用
な
た
め
に
は
自
由

な
移
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
E
P
R
の
活
動
も
企
業
活
動
で
あ
り
市
町
村
の
境
界
で
縛
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
自
治
体
の
管
理
か
ら
離
れ
た
「
ご
み
の
流
れ
」
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

①
　
藤
波
博
「
廃
棄
物
管
理
と
資
源
循
環
に
か
か
る
広
域
化
の
視
点
」
廃
棄
物
資
源

　
循
環
学
会
第
二
三
回
研
究
発
表
会
講
演
資
料
、
二
〇
＝
一
年
頃

②
溝
入
茂
氏
の
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
第
≡
二
回
研
究
発
表
会
廃
棄
物
行
政
研
究

　
部
会
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
発
言
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
三
日
）
に
よ
る
。
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第
五
章
広
域
処
理

　
上
記
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
一
部
の
市
町
村
で
は
最
終
処
分
用
地
の
確
保
が
困
難
、
あ
る
い
は
土
地
は
確
保
可
能
で
あ
っ
て
も
単
独
で
管
理
型

処
分
場
を
建
設
運
営
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
可
燃
物
の
焼
却
原
則
を
堅
持
し
、
公
害
対
策
、
さ
ら
に
気
候
変
動
軽
減
も
考
慮
す
る
と

な
る
と
、
単
独
の
市
町
村
で
焼
却
施
設
を
運
用
す
る
の
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
複
数
の
市
町
村
が
一



自区域内処理原則とごみの移動（渡辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
と
い
っ
た
特
別
地
方
公
共
団
体
を
結
成
し
、
最
終
処
分
場
や
焼
却
炉
を
整
備
運
営
し
て
い
る
。
二
〇
＝
年
一
〇
月

現
在
、
全
国
一
七
四
三
市
町
村
の
う
ち
、
六
一
一
（
三
五
・
二
％
）
が
広
域
連
合
あ
る
い
は
一
部
事
務
組
合
の
構
成
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
か
で
も
「
村
」
部
の
加
入
率
は
六
〇
・
三
％
で
あ
る
。

　
広
域
連
合
も
一
部
事
務
組
合
も
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
の
で
、
建
前
上
は
議
会
が
意
思
決
定
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
議
員
は
一
部
事

務
組
合
の
場
合
、
構
成
市
町
村
議
員
に
よ
る
聞
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
広
域
連
合
で
は
構
成
市
町
村
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
が
可
能

で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
間
接
選
挙
に
よ
る
。
議
会
開
催
期
間
も
極
端
に
短
く
、
単
に
承
認
す
る
だ
け
の
機
関
と
な

っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
一
部
事
務
組
合
を
代
表
す
る
「
管
理
者
」
も
構
成
市
町
村
の
長
が
持
ち
回
り
で
受
け
持
つ
こ
と
が
多
い
。

　
民
問
委
託
に
よ
っ
て
多
数
の
市
町
村
の
廃
棄
物
が
少
数
の
施
設
で
処
理
処
分
さ
れ
て
い
る
の
も
広
域
処
理
の
別
形
態
で
あ
る
が
、
最
終
処
分

の
場
合
、
上
述
し
た
よ
う
に
搬
入
先
が
非
公
開
な
場
合
も
多
く
、
移
動
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
民
立
民
営
の
一
般
廃
棄
物
焼
却
施
設
は

日
本
で
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
（
都
道
府
県
へ
の
届
出
に
よ
り
特
定
の
一
般
廃
棄
物
を
扱
う
産
廃
焼
却
施
設
は
あ
る
）
。

第
　
節
　
自
区
域
内
処
理
原
則
の
幻
想
の
下
で
？

　
東
京
ご
み
戦
争
の
こ
ろ
で
も
最
終
処
分
を
域
外
に
依
存
す
る
例
は
多
数
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
区
域
内
処
理
原
則
が
事
態
打
開
（
施

設
立
地
受
入
）
の
キ
1
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
常
識
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
一
部
事
務
組
合
や
民
間
委
託
と
い
う
方
法
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
（
落
魚
域
内
に
）
埋
立
地
が
な
い
」
が
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
減
量
推
進
の
論
拠
と
し
て
今
で
も
主
流
で
あ
る
。
日
本
で
の
行
政

関
与
リ
サ
イ
ク
ル
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る
沼
津
市
の
資
源
分
別
（
一
九
七
三
年
～
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
「
先
進
」
事
例
は
自
区
域
内
処

理
原
則
の
堅
持
を
前
提
に
、
た
い
へ
ん
な
努
力
が
費
や
さ
れ
実
現
し
た
。
廃
棄
物
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
が
、
実
質
は
形

骸
化
し
て
い
る
自
区
域
内
処
理
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
皮
肉
で
あ
る
。

　
市
町
村
は
廃
棄
物
の
減
量
を
重
大
命
題
と
し
て
き
た
。
統
計
上
の
廃
棄
物
量
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
排
出
源
で
の
削
減
を
奨
励
支
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託
す
る
の
は
重
要
だ
が
、
取
り
扱
う
廃
棄
物
の
範
躊
を
狭
め
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
。
家
電
四
品
目
は
国
の
法
律
に
よ
っ
て
市
町
村
か
ら
外
さ

れ
た
が
、
市
町
村
も
独
自
の
裁
量
で
対
象
品
目
を
狭
め
て
い
る
。
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
直
営
あ
る
い
は
委
託
に
よ
る
収
集
を
廃
止
し
、
許
可

業
者
に
よ
る
収
集
に
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
る
所
が
多
い
。
事
業
系
一
般
廃
棄
物
も
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
か
ら
発
生
市
町
村
の
処
理
施
設
で
処
理
さ

れ
る
の
が
原
則
だ
が
、
許
可
業
者
で
あ
れ
ば
、
一
般
廃
棄
物
も
処
理
で
き
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
る
し
、
複
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

市
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
場
合
は
ど
の
市
の
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
外
食
や
調
理
済
み
食

品
の
購
入
に
よ
る
「
中
食
」
が
増
え
、
従
来
家
庭
ご
み
だ
っ
た
調
理
く
ず
等
が
事
業
系
「
般
廃
棄
物
（
㎝
部
は
産
廃
）
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

従
来
市
町
村
の
管
轄
だ
っ
た
廃
棄
物
の
か
な
り
の
部
分
が
栄
区
域
内
処
理
原
則
の
か
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
都
市
周
辺
で
は
通
勤
圏
が
広
が
り
、
日
常
的
に
都
県
を
超
え
て
行
動
す
る
市
民
も
か
な
り
多
い
。
こ
う
い
つ
た
市
民
は
自
分
の
住
ん
で
い

る
市
に
ど
の
程
度
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
市
民
の
生
活
圏
が
市
域
を
超
え
る
場
合
、
市
の
境
界
が
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ

の
か
、
と
い
う
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
社
会
的
な
関
心
が
「
公
害
」
か
ら
「
環
境
」
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
局
地

的
な
汚
染
問
題
に
比
べ
広
域
、
さ
ら
に
地
球
規
模
で
の
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
一
部
事
務
組
合
等
で
域
外
処
理
を
し
て
い
た
市
町
村
が
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
施
設
の
位
置
が
自
宗
域
内
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

物
理
的
に
は
全
く
同
じ
収
集
処
理
が
継
続
す
る
わ
け
で
、
自
暴
域
内
処
理
が
実
現
さ
れ
た
か
ら
と
雷
っ
て
実
質
的
に
何
か
が
改
善
さ
れ
た
と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
洗
練
さ
れ
た
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
は
分
別
排
出
な
ど
多
く
の
住
民
の
協
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
一
朝
一
夕
に
は

実
現
し
な
い
。
合
併
し
た
場
合
、
旧
構
成
市
町
村
の
「
最
大
公
約
数
」
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
な
り
、
一
部
地
域
で
せ
っ
か
く
定
着
し
た
住
民

協
力
シ
ス
テ
ム
を
ま
た
白
紙
に
戻
す
、
と
い
っ
た
こ
と
も
起
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
霞
区
域
内
処
理
原
則
」
は
綻
び
が
多
い
の
だ
が
、
一
方
で
今
ま
で
の
日
本
の
廃
棄
物
処
理
の
発
展
方
向
を
規
定
す
る
要
因
に

も
な
っ
て
き
た
。
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第
二
節
　
　
「
広
域
処
理
」
の
問
題
点

自区域内処理原則とごみの移動（渡辺）

　
収
集
は
市
、
処
理
処
分
は
別
の
主
体
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
収
集
か
ら
処
分
ま
で
連
携
し
た
一
体
的
な
政
策
・
計
画
に
支
障
を
き
た
す
。

市
は
と
に
か
く
集
め
た
も
の
を
処
理
処
分
主
体
に
渡
せ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
積
極
的
な
削
減
策
や
分
別
策
を
打
ち
出
す
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
減
る
。
一
方
で
処
理
処
分
主
体
は
、
と
に
か
く
廃
棄
物
の
受
け
皿
を
用
意
す
る
と
い
う
こ
と
で
施
設
整
備
が
過
大
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
全
体
的
に
廃
棄
物
削
減
、
有
効
利
用
と
い
う
方
向
へ
の
動
機
付
け
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
過
剰
な
費
用
を
か
け
て
施
設
整
備
す
る
と
い

う
問
題
が
あ
る
。

　
日
本
で
は
い
く
つ
か
の
市
で
か
な
り
細
か
い
分
別
収
集
が
行
わ
れ
、
円
滑
な
処
理
、
再
資
源
化
、
廃
棄
物
の
減
量
、
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

同
じ
量
の
ご
み
を
何
通
り
に
分
け
て
も
合
計
で
は
減
ら
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ご
み
を
細
か
く
分
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

安
易
に
ご
み
に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
、
ご
み
と
し
て
捨
て
な
い
と
い
っ
た
行
動
に
結
び
つ
く
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
広
域
的
に
施
設
を
整
備

す
る
場
合
、
施
設
課
計
上
、
地
域
独
自
の
対
応
を
と
る
こ
と
や
、
一
地
域
だ
け
が
方
針
を
変
更
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
結
果
収
集
区
分
等
は
最

も
単
純
な
所
で
統
　
さ
れ
て
し
ま
う
。
収
集
区
分
の
変
更
等
は
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
、
人
口
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

実
現
し
に
く
い
。
広
域
化
は
住
民
の
協
力
を
必
要
と
す
る
先
駆
的
な
新
た
な
取
組
を
妨
げ
る
要
因
と
な
る
。

　
先
に
も
挙
げ
た
が
広
域
連
合
／
一
部
事
務
組
合
で
は
議
会
は
形
骸
化
し
て
お
り
、
意
思
決
定
の
あ
り
方
や
責
任
の
所
在
が
不
明
確
で
あ
り
、

活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
が
不
十
分
で
あ
る
。
組
織
の
運
営
に
住
民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
経
路
が
な
い
。
特
に
施
設
更
新
時
の
意
思
決

定
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
仕
様
変
更
が
必
要
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
で
も
、
現
状
維
持
や
不
必
要
な
施
設
増
強
に
向
か
い
が
ち
で
あ
る
。
人
口

や
経
済
が
一
方
的
に
「
右
肩
上
が
り
」
の
時
代
は
そ
れ
で
も
矛
盾
が
少
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
考
え
方
を
変
え
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
多
い
。

構
成
市
町
村
の
分
営
金
も
人
口
割
等
で
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ご
み
減
量
や
コ
ス
ト
削
減
へ
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
な
い
。
施
設
立
地

場
所
の
選
定
に
関
し
て
も
上
記
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
欠
如
か
ら
、
構
成
市
町
村
内
の
「
弱
い
」
地
域
へ
の
「
迷
惑
施
設
」
の
押
し
つ
け
に
な
り
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が
ち
で
あ
る
。

①
こ
れ
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
英
国
で
は
す
ロ
け
類
p
。
。
・
け
Φ

　
竃
程
招
①
ヨ
①
曇
》
∬
菩
。
簿
唄
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
く
霞
σ
選
縣
と
い
っ
た
同
等
の
組

　
織
が
組
ま
れ
、
複
数
の
基
礎
自
治
体
の
廃
葉
物
処
理
を
ま
と
め
て
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
広
域
連
合
は
複
数
の
事
業
を
担
当
、
一
部
事
務
組
合
は
単
一
事
業
（
例
え
ば
、

　
廃
棄
物
）
で
あ
る
。

②
庄
司
元
「
広
域
処
理
と
市
町
村
の
一
般
廃
棄
物
処
理
責
任
」
廃
棄
物
資
源
循
環

　
学
会
第
二
三
回
研
究
発
表
会
講
演
資
料
、
二
〇
＝
一
年
。

③
許
可
条
件
に
「
自
市
内
で
発
生
し
た
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
み
を
持
ち
込
む
こ

　
と
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。

④
こ
れ
は
幸
運
な
例
で
、
A
～
部
事
務
組
合
に
属
す
る
X
市
と
B
～
部
事
務
組
合

　
に
属
す
る
Y
市
が
合
併
し
た
場
合
、
困
難
な
調
整
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
合

　
併
後
で
も
地
区
に
よ
っ
て
処
理
主
体
が
違
う
と
い
う
状
態
が
続
い
た
事
例
も
あ
る
。
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第
六
章
今
後
の
あ
り
方

　
広
域
化
に
お
け
る
問
題
の
う
ち
、
「
受
け
皿
」
過
大
化
、
減
量
の
動
機
付
け
の
消
失
に
関
し
て
は
制
度
設
計
で
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

最
終
処
分
に
関
し
て
は
構
成
市
町
村
も
一
部
事
務
組
合
も
で
き
る
だ
け
施
設
を
延
命
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
は
一
致
す
る
。
た
だ
し
分
担
金

が
人
口
割
で
あ
っ
た
な
ら
ば
先
に
多
く
入
れ
た
も
の
勝
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
「
共
有
地
の
悲
劇
」
状
況
と
な
る
。
共
有
地
の
悲
劇
を
避
け
る
た

め
に
は
当
事
者
間
で
の
話
し
合
い
、
ル
ー
ル
決
め
が
有
効
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
試
み
は
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
で
は
実
績
や
削
減
目
標
か
ら
構
成
各
市
の
搬
入
量
を
配
分
し
、
そ
れ
よ
り
も
減
ら
し
た
場
合
に
報
償
が
与
え
ら
れ
、
超
え
た
場
合
に
は
超

過
金
を
課
す
、
と
い
う
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る
（
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
、
二
〇
　
○
）
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
埋
立
許
可

量
取
引
制
度
（
ピ
〉
日
ω
”
い
磐
α
ゆ
一
一
　
諺
一
一
〇
≦
節
P
O
Φ
　
の
つ
履
P
α
一
〇
伽
Q
　
G
o
O
げ
①
B
の
）
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
て
の
地
方
当
局
に
適
用
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
焼
却
施
設
の
場
合
、
運
営
側
は
燃
や
す
も
の
の
安
定
し
た
供
給
を
望
む
。
ま
た
、
構
成
市
町
村
側
も
い
っ
た
ん
施
設
が
で
き
て
し
ま

え
ば
最
終
処
分
場
と
違
っ
て
枯
渇
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
処
理
能
力
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
全
体
的
な
処
理
量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
少
な
い
な
か
で
、
自
ら
あ
え
て
苦
し
い
ル
ー
ル
を
課
す
こ
と
は
し
た
が
ら
な
い
。
こ
の
状
況
で
は
関
係
者
の
談
合
で
減
ら
す
こ
と
へ
の

動
機
付
け
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
外
部
か
ら
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
強
制
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
口
増
、
経
済
成
長
、
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物
質
消
費
増
大
の
時
代
に
お
い
て
は
、
処
理
容
量
の
上
限
が
減
量
努
力
の
動
機
に
な
っ
て
い
た
が
、
人
口
減
、
安
定
経
済
、
脱
物
質
化
の
時
代

に
変
わ
り
、
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
「
資
源
ご
み
」
の
収
集
も
廃
棄
物
処
理
で
は
な
く
「
も
の
づ
く
り
」
の
一
部
と
し
て
民
間
に
任
せ
自
由
に
移
動
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
も
で

き
る
が
、
二
次
資
源
の
価
格
は
変
動
が
大
き
く
、
相
場
が
悪
く
な
っ
た
時
に
は
資
源
と
し
て
収
集
さ
れ
て
い
た
も
の
が
活
動
停
止
し
て
し
ま
う

懸
念
が
あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
業
が
常
に
成
り
立
つ
よ
う
に
市
場
を
安
定
化
さ
せ
る
方
策
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
場
経
済
を
歪
め
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
意
図
し
な
い
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
不
純
物
を
抜
け
ば
「
資
源
ご
み
」
は
廃
棄
物
で
な
く
な

る
の
で
、
で
き
る
だ
け
住
民
・
事
業
所
が
不
純
物
の
少
な
い
分
別
を
す
る
よ
う
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
た
め
に
も
、
「
廃
棄
物
」
で
あ

る
状
態
で
の
移
動
を
規
制
す
る
現
状
制
度
で
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
民
に
分
別
排
出
徹
底
へ
の
協
力
を
求
め
る
の
は
民
間
企
業
よ
り

も
自
治
体
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。

　
広
域
処
理
を
す
す
め
れ
ば
、
自
治
体
の
廃
棄
物
処
理
責
任
は
忌
地
域
内
で
の
直
接
処
理
責
任
か
ら
自
区
域
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
の
管
理

責
任
へ
と
移
り
変
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
区
域
外
で
の
廃
棄
物
処
理
処
分
行
動
に
関
し
て
市
民
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
保
障
す

る
か
と
い
う
課
題
は
残
る
。
端
的
に
は
受
け
入
れ
側
地
域
の
市
民
と
の
調
整
を
い
か
に
行
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
広
域
化
し
た
下

で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
さ
れ
自
律
的
に
統
括
で
き
な
い
お
そ
れ
も
強
い
。
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
で
も
謳
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
ご
み
対
処
の
優
先
順
位
は
ま
ず
発
生
抑
制
で
あ
り
、
市
民
と
と
も
に
ご
み
を
減
ら
す
方
策
を
考
え
て
い
く
の
が
第
一
で
、
そ
の
よ

う
に
し
て
成
果
を
上
げ
て
き
た
事
例
も
多
い
。
規
模
の
経
済
や
効
率
性
の
た
め
に
市
民
参
加
を
妨
げ
る
の
で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
、
と
い
う
自

治
体
担
当
者
か
ら
の
意
見
も
聞
か
れ
た
（
渡
辺
、
二
〇
一
三
）
。

　
社
会
に
お
け
る
も
の
の
流
れ
に
市
民
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
｝
連
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
お
い
て
も
し

か
り
で
あ
る
。
廃
棄
物
の
移
動
を
下
穿
域
内
に
と
ど
め
、
市
民
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
元
に
残
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
効
率
優
先
で
比
較
優
位
に
よ
る

地
域
分
業
体
制
を
是
と
す
る
（
こ
れ
は
3
K
労
働
や
廃
棄
物
を
「
弱
い
」
地
域
に
押
し
付
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
）
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
さ
さ
や
か
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な
抵
抗
と
も
晶
尊
尺
る
か
も
知
れ
な
い
。
効
率
性
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
相
容
れ
な
い
も
の
な
の
か
、
今
ま
で
の
大
規
模
化
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
乗
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

つ
た
技
術
開
発
で
は
な
く
、
逆
に
小
規
模
で
低
環
境
負
荷
高
費
用
効
率
な
も
の
は
開
発
可
能
な
の
か
、
と
い
う
社
会
制
度
と
科
学
技
術
の
両
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

の
課
題
を
「
ご
み
の
移
動
」
は
提
起
し
て
い
る
。
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Hokkaido　continued　till　1937．

　　　　Missionaries　in　Colonial　Korea：

The　Case　of　Japanese　Female　Teachers

　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　PARK　Sunmi

　　In　this　paper，　1　analyze　Japanese　female　teachers　who　traveled　to　colonlal

Korea　as　colonial　missionaries　based　on　viewpoint　that　recognizes　the

imperialist　se面me就s　that　motivated宅he　Japanese　women　who　can　be

regarded　as　upholding　the　Japanese　empire．　ln　section　one，　which　deals　with

the　period　from　the　early　1900s　to　just　after　the　annexation　of　Korea　by

Japan，　1　clarify　what　the　Japanese　women　saw　in　Korea　and　how　they

perceived　it．　ln　section　two，　1　examine　the　numbers　of　Japanese　female

teachers　there　were　in　Korea　at　the　end　of　the　Joseon　era　and　under　the

Japanese　occupation．　Lastly，　in　section　three，　1　analyze　how　Japanese　female

teachers　can　be　considered　as　upholding　the　Japanese　empire　when　facing

difficult　problems，　such　as　who　would　lead　undeveloped　Korea　and　teach　the

uncivilized　people　who　lived　there　as　we｝1　as　the　consciousness　of　the

teachers　and　their　role　in　colonlal　Korea．

The　Proximity　Principle　and　the　Movement　of　Waste

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　WATANABE　Kohei

　　The　generation　of　waste　is　almost　inevitable　in　daily　life　as　well　as　in

commercial　activities．　Historically，　waste　was　dealt　with　on　site　where　it　had

been　generated，　but　wlth　the　advent　of　urbaRisation　and　increased　use　of

materials　that　are　difficuJt　to　deai　with　on　site，　waste　has　come　to　be

collected，　transported，　and　treated　at　dedicated　facilities．　ln　most　of　the
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world，　the　responsibility　for　municipal　waste　management　is　generally

allocated　to　local　authorities．　Hence　the　custom　is　to　deal　with　waste　within

the　bottndaries　of　the　iocal　authority　in　which　the　waste　was　geRerated．　lf

we　lool〈　at　the　location　of　waste　facilities　iR　big　cities，　we　can　see　that　in

many　cities　they　are　located　on　the　fringes，　close　to　the　boundaries　of　the

local　authority　（e．g．　Kyoto）．　Kowever　there　are　also　waste　facilities　located　in

urbanised　areas．　This　happens　when　urbanisation　spreads　beyond　the　local

authority’s　boundaries　（e．g．　Tokyo），　or　in　the　case　of　incinerators　in　central

and　northern　Europe　where　waste　is　utilised　as　fuel　to　provide　district

heating　（e．g．　Vienna）．

　　During　the　“Tokyo　war　on　waste”　in　the　1970s，　the　proximity　principle，　or

more　accurately，　the　principle　of　local　self－sufficieRcy　in　waste　facilities，　was

strongly　advocated　in　response　to　the　movement　against　the　construction　of

waste　inciRerators．　This　principle　has　become　somewhat　the　norm　even

though　there　is　no　mention　of　such　in　the　Japanese　waste　stattttes．　ln

essence，　what　this　principle　imp1ies　is　that　one　should　accept　waste

management　facilities　in　one’s　own　neighbourhood　because　one’s　waste

should　be　treated　witkin　the　local　authority’s　boundaries．

　　This　principle　makes　seRse　from　the　viewpoint　of　local　democracy　and

goverRance．　The　main　cause　of　public　nuisances　caused　by　environmental

polltttion　is　that　the　people　who　suffer　from　the　polluting　process　are　isolated

from　those　who　benefit　from　it，　and　there　is　no　communication　or　mediation

between　the　two　sides．　However　under　this　principle，　decision　making　on　the

provision　of　waste　facilities　will　be　carried　out　in　a　democratic　process　at

local　assemb｝ies　by　elected　couRcillors　representing　all　stakeholders．　ln

addition，　initiatives　for　waste　reduction　involving　citizeR　participation　are

more　likely　to　occur　in　such　settings；　when　residents　only　act　as　consumers

of　waste　manageme就services，　there　is　a　tendency　to　construct　and　maintain

facilities　with　excessive　capacity　as　the　service　provider　is　obliged　to　accept

all　the　waste　generated．　IRdeed，　the　first　official　separate　collectioR　scheme

for　recyclables　in　JapaR　was　developed　in　Numazu　City　in　1973，　which　was　a

result　of　a　great　effort　£o　comply　with　the　principle．

　　On　the　other　hand，　local　authorities　face　many　obstacles　in　managing

waste　for　themseives．　More　stringent　requirements　for　advanced　treatment

Recessitate　a　financial　capacity　beyond　that　of　a　single　local　authority，

especially　iR　iess　populated　areas．　For　example，　it　is　now　required　that

municipal　waste　be　disposed　of　in　controlled　sanitary　landfiils　instead　of　the

less　costly　stabilised　landfills．　While　in　highly　populated　regions　the　whole　of
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the　local　authority’s　land　area　may　be　occupied　by　commercial　and

residential　property，　it　is　often　econom；cally　impractical　to　secure　land　for

waste　facilities．　ln　order　to　make　efficient　use　of　the　heat　generated　by

incineration　as　well　as　to　achieve　the　critical　scale　for　dioxin　emission

contro｝，　it　is　necessary　to　have　a　population　coverage　that　is　greater　than

that　of　most　local　authorities．　Facing　such　conditions，　many　local　authorities

have　formed　joint　waste　authorities　to　provide　waste　facilities．　However，

joint　waste　authorities　have　been　criticised　for　lack　of　eitizen　representation

and　accountability．　Moreover，　to　make　use　of　waste　as　a　secoRdary　resource，

it　ls　inevitable　that　items　separated　and　collected　for　recycliRg　would　be

moved　beyond　local　boundaries．　For　all　the　reasons　mentioned　above，　the

movement　of　waste　across　local－authority　boundaries　is　current｝y　increasing．

This　paper　discusses　the　issues　relating　to　the　movement　of　waste　and　seeks

ways　to　reconci｝e　the　efficiency　achieved　by　larger　scale　operations　and　the

equity　derived　through　local　democracy　aRd　participatioR．
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